
2000年出上の木簡

の
木
簡
が
接
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
「寄
口
」
が
み
え
る
か
ら
、
０
と
と
も
に

身
分
表
記
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
身
体
の
特
徴
の
注
記
、
⑫
は
集

計
部
分
で
あ
ろ
う
。
ω
⑭
は
戸
日
の
変
動
に
関
す
る
注
記
と
み
ら
れ
る
。
⑫
と

①
、
④
と
①
は
直
接
接
合
し
な
い
も
の
の
同
材
を
使
用
し
て
い
る
。
①
ｌ
⑮
は

前
述
の
木
簡
に
比
べ
て
楷
書
体
で
は
な
く
、
筆
運
び
が
速
く
字
体
が
崩
れ
た
も

の
が
多
い
。
①
④
⑭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
界
線
の
間
隔
に
統

一
性
が
な
い
。

⑬
ｌ
⑮
は
直
接
接
合
し
な
い
が
、
引
っ
か
い
た
よ
う
な
細
い
界
線
や
崩
し
字
が

類
似
す
る
こ
と
、
さ
ち
に
同
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
じ
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
墨
書
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
同
様
の
界
線
を
刻
ん
だ
横
材

の
木
簡
が

一
〇
点
い
界
線
の
み
確
認
で
き
る
木
片
が
四
点
あ
り
、　
一
括
し
た
遺

物
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
や
様
式
か
ら
み
て
、
周
防
国
の
戸
籍
か
計
帳
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
人
身
把
握
の
た
め
の
文
書
で
あ
り
、
そ
の
下
書
き
な

い
し
作
成
過
程
で
作
ら
れ
た
木
簡
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
判
読

。
撮
影
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
学
園
大
学
の
人
木
充
氏
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場
基
氏
、
中
村

一
郎
氏
か
ら
ご
教
示
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（柳
　
智
子
）

『草
戸
木
簡
集
成
』

一
、
二
の
刊
行

広
島
県
福
山
市
の
声
田
川
中
州
に
展
開
し
た
中
世
集
落
跡
、
草
戸
千
軒

町
遺
跡
出
土
木
簡
を
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
観
察
を
踏
ま

え
て
紹
介
す
る
報
告
書

『草
戸
木
簡
集
成
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『草

戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
で
既
報
告
の
分
も
含
め
、
改
め
て
全
貌
を
紹
介
す

る
も
の
で
、
遺
構
ご
と
に
木
簡
の
出
土
状
況
、
個
別
の
木
簡
の
釈
文
と
解

説

。
考
察
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
木
簡
デ
ー
タ
の
一
覧
表
と
図
版
を
付
す
。

『草
戸
木
簡
集
成
』

一
（車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
報
告
三
）

一
九
九
九
年
三
月
刊
、
Ａ
４
版

一
三
二
頁
図
版

一
〇
頁

『草
戸
木
簡
集
成
』
二

（草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
報
告
四
）

二
〇
〇
〇
年
二
月
刊
、
Ａ
４
版
九
人
頁
図
版
二
人
頁

頒
価
は
い
ず
れ
も

一
二
〇
〇
円
、
送
料
三
人
○
円
。
申
し
込
み
は
左

記
へ
現
金
書
留
で
。

〒
七
二
〇
―
○
〇
六
七
　
広
島
県
福
山
市
西
町
二
十
四
十

一

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
人
四
九
十
三

一
十
二
五

一
三

（代
）

な
お
、
同
博
物
館
で
二
〇
〇
〇
年
春
季
に
行
な
わ
れ
た
特
別
展
の
図
録

『中
世
民
衆
生
活
の
文
字
―
木
簡
が
語
る
文
化
史
』
０
一〇
〇
〇
年
四
月

刊
）
も
、
頒
価

一
二
〇
〇
円
、
送
料
三
人
○
円
で
頒
布
中
。




